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　安部政権となり、政府の方向性を示唆する一

つに「総合規制改革会議」なる諮問会議を設置

しました。幾つかの分野でその名の通り規制改

革を基本理念としておりますが、そこで答申さ

れた事項が政策に積極的に取り込まれているよ

うです。主に重点６分野について、あるべき姿

を念頭に、取り組みを意識的に強化し、「生活

者向けサービス分野」に有効な手法により、規

制改革を効果的にすると記載されております。

　医療についても、重点分野として検討されて

おります。健康・医療ワーキンググループは10

人程の有識者（医科大、病院関係者数名）と事

務局とで構成され、医師会、歯科医師会、薬剤

師会は参加しておりません。次のような意見も

出ております。「ＩＴ化の中、支払基金・国保

連を統合しては？」「保険診療は制限診療であ

り、審査はルールを守っているかどうかを判断

すれば良いだけで、医者は必要ないのでは？」

「審査支払は保険診療ルールに従って行うべき

であり、医師の過度の裁量権を認めるべきでな

い。」「審査の平準化の観点から、随時請求、

毎週締め、退院毎に請求することも検討すべ

き。」

　医療について問題意識として、サービスの提

供に非効率不合理が生じており「真に国民の求

める医療制度」のために、効率化、安心透明・

公平な制度の構築、経済の両立を検討とあり、

一方的に診療側の改革を検討し受診体制の検討

項目は見当たりません。具体的施策としてレセ

プト・カルテの電子化、第三者機関による医療

評価。診療報酬体系の見直しとして、定額払い

制度の拡大、医療機関の経営情報の開示。保険

者機能の強化として、レセプト審査・支払い事

務を支払基金や国保連合会を通さず保険者が直

接行えるようにする。保険者が当該機関以外の

民間へ委託できるようにする。社会保険の保険

者直接審査については、各保険者がそれぞれ

ハード面ソフト面で審査機構の充実を図れるか

どうか甚だ疑問であり、特に中小企業が加入し

ている協会健保等は事務の繁雑の中でチェック

は困難として強い難色を示しており、他の中小

組合も懸念している状態です。診療側でも支払

基金に提出したレセプトが各保険者に送られて

審査し、返戻されたものが、数ヵ月以上後に戻

ることになる恐れがあります。

　国民健康保険については、全国市町村長会の

猛反対にも係わらず都道府県単位の統括化が決

定し、平成30年度を目標に施行すべく、現在具

体的な作業が進行中である。厚労省は「分賦金

方式」を採用するよう提案しているが、多くの

「規制改革検討会議」について
副会長
鈴 木 潤 一
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市町村で「保険料を引き上げなければならない

のでは？」と懸念している。茨城県内で民間国

保組合は「医師国保」と「歯科医師国保」の２

つのみで、今後の影響が懸念される。

　また、厚労省は保険外併用療養制度の拡大と

して、「患者申出療養」創設の枠組みを示し医

療保険部会で了承された。これは先進医療の対

象外でも一定の安全・有効性を確認した最先端

医薬品・医療技術を保険外併用療養による受診

を可能とする。患者に身近な医療機関で受診出

来る様になるのだが、国が全面的に補償を担保

出来るのだろうか。さらに将来確実に保険導入

出来るのだろうか。今後の検討課題だろう。

　診療側と地方行政機関の負担だけが増すよう

に思えるのだが。

　私が骨折で整形外科に通院していた時の待合

室での出来事です。足早にお年寄りが来院しま

した。何事かと居合わせた人全員が注目します

と、受付で「俺、今そこで転んじゃって、足

を急いで診てくれるかな。」受付嬢「どちら

の足ですか。」彼は「う・・ん、両方」そし

て擦りながら足踏みをはじめました。受付嬢

「・・・・・」

　規制改革の対象を広げる必要があるのでは？
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新 年 会 開 催

　１月15日（木）午後４時から、テラスザガーデ

ン水戸において、恒例の茨歯会新年会が橋本昌知

事をはじめ国会議員、関係団体などから約80名の

方々のご出席を得て盛大に開催された。

　国歌斉唱のあと、挨拶に立った森永会長は「口

の中の歯周病菌がそのまま体に入っていけば、当

然いろいろな障害が起こる。口の病気というの

は、全部の病気に関わるということを訴えていき

たい。今、茨城県内の、32の市町村まで首長さん

に直接お会いして働き掛けているところでござい

ます。今年度中には、44市町村を訪問したいと

思いますけど、これがなかなか難しい。しっかり

と地区の歯科医師の先生方が協力して理解を持っ

た上での首長さんとお会いするというのが、これ

からの地域の包括医療の絶対条件だと考えており

ます。これが達成した暁には、茨城県の歯科健康

フォーラム、県民大会を是非やってみたいという

のが私の目標でございます。」と述べた。

　祝辞では、橋本昌知事が、「歯科については、

近年注目の度合が益々高くなってきていると感じ

ております。例えば、終末期になり、点滴で栄養

を補給しても、実際に自分の歯で摂るのとは全く

違うかたちになってくる。さまざまな事が指摘さ

れているところでありますし、特に生活習慣病、

これを少しでも良い方向に持っていくか、我々も

国に習って歯科口腔保健というものを、「健康い

ばらき21」でも取り上げていますし、茨城保健医

療計画の中でも歯科というものを、もっともっと

重要視しなくてはいけないと思っているところで

ございます。」と、続いて、岡田広参議院議員、

石井みどり参議院議員、西村まさみ参議院議員、

大畠章宏衆議院議員、石川昭政衆議院議員、藤田

幸久参議院議員、上月良祐参議院議員、福島伸享

衆議院議員が祝辞を述べ、諸岡信裕県医師会副会

長の乾杯の発声により祝宴となった。

　アトラクションでは竜ヶ崎ジャズクラブの演奏

があり、晴れやかな新春の祝いをより一層盛り上

げた。
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第10回理事会

日時　平成27年１月15日（木）午後２時

場所　テラスザガーデン水戸

１．報　　告

（1）一般会務報告

（2）第23回茨城県歯科医学会について

（3）疾病共済金の支払について

（4）１月開業予定の歯科医院について

（5）JMAT茨城研修会準備委員会報告について

（6）各委員会報告について

社保委員会、専門学校

２．協議事項

（1）入会申し込みについて

古橋菜穂子氏（県西地区）、菊池正浩氏

（東西茨城地区）の入会を受理した。

（2）後援依頼について

第52回関東甲信越肢体不自由児者父母の会

連合会茨城大会

標記後援依頼について、承認した。

（3）防災危機管理運営委員会規程について

標記規程について、承認した。

（4）防災・危機対策事業計画案及び予算案につ

いて

標記事業計画案、予算案について承認し

た。

（5）会館管理費（内規）について

標記について、承認した。

（6）医療事故担当弁護士の委嘱について

標記について、飯島弁護士に委嘱すること

とした。

（7）第２回地区会長協議会について

標記協議会について、協議した。

（8）茨歯会新年会について

標記新年会について、来賓、進行について

確認した。

電話相談のお知らせ

茨城県歯科医師会事務局

電話　029-253-2561
FAX　029-253-1075

現在、茨城県歯科医師会では会員の方々の様々な疑問、問題に対処できるよう以下の3名の専

門家と顧問契約を結んでおります。

　　　　顧問弁護士　　　　大和田一雄氏　　法律相談全般

　　　　医療アドバイザー　古川　章氏　　　保険請求や各種届出などに関すること

　　　　社会保険労務士　　皆川雅彦氏　　　従業員との労働契約、労務関連など

相談したい事柄がございましたら、お気軽に茨歯会事務局まで電話、またはFAXにてご連絡

ください。各先生との相談の日程などの調整、あるいは後日回答できるように致します。ただ

し、相談は無料ですが、その後は個別対応となります。

茨歯会報14
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１月１５日 　第10回理事会を開催し、入会申し込み、第52回関東甲信越肢体不自由児者父母の会連合

会茨城大会後援依頼、防災危機管理運営委員会規程、防災・危機対策事業計画案及び予算

案、会館管理費（内規）、医療事故担当弁護士の委嘱、第２回地区会長協議会、茨歯会新年

会について協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか18名 

１月１５日 　平成27年新年会をホテルテラスザガーデン水戸にて開催。橋本県知事を始め、衆・参議院

議員を招いての開催となり、来賓、会員など合わせて81名が新年を祝った。 

１月１６日 　稲敷市と稲敷歯科医師会ならびに茨城県南歯科医師会の間で災害時の歯科医療救護に関す

る協定を締結し、その調印式が稲敷市役所にて行われた。 

 　出席者　森永会長 

１月１９日 　8020・6424運動推進部会が県立健康プラザにて開催され、県民歯科保健基礎調査につい

て協議を行った。 

  　出席者　森永会長ほか２名

１月２０日 　いばらき食育推進大会が県民文化センターにて開催され、表彰の後、特別講演、展示・販

売、パネルディスカッションが行われた。 

 　出席者　藤田 

１月２１日 　保険医療機関を対象とした個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。 

 　対象医療機関数　６ 

１月２１日 　都道府県地域保健・産業保健・介護保険理事連絡協議会が日歯会館にて開催され、地域保

健対策の進め方ほかについて協議を行った。 

 　出席者　渡辺常務ほか１名 

１月２２日 　第９回地域保健委員会を開催し、平成26年度噛むかむレシピコンテスト選出について協議

を行った。 

 　出席者　渡辺地域保健部長ほか４名 

１月２２日 　｢噛むかむレシピコンテスト審査会」を開催。噛む大切さを啓発するため、おいしくて噛

む回数が増えるレシピを公募し、小学生以下の部80件、一般の部345件の応募レシピに対し

審査を行った。 

 　出席者　中川学園調理技術専門学校料理教室代表ほか５名　森永会長ほか７名 

１月２２日 　専門学校において第１回一般入学試験を実施。歯科衛生士科に対し１名、歯科技工士科に

対し３名の受験者があり、同日行われた合否判定により歯科衛生士科１名、歯科技工士科２

名を合格とした。 

１月２２日 　第１0回広報委員会を開催。会報１月号の校正、会報２月号の編集、茨城新聞歯科コラ

ム、歯科医学会取材について協議を行った。
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  　出席者　菱沼広報部長ほか６名 

１月２４日 　第２回介護保険委員会を日立市内にて開催し、次年度事業計画と予算、介護保険講習会お

よび歯科医学会の役割分担、今年度活動報告について協議を行った。 

 　出席者　仲田介護保険部長ほか９名 

１月２５日 　介護保険講習会を日立歯科医師会との共催により、ホテル天地閣にて開催。「要介護高齢

者への食事支援～摂食機能の着眼点と対応～」をテーマに日本大学歯学部摂食機能療法学講

座教授　植田　耕一郎先生が講演された。 

 　受講者　104名 

１月２５日 　全国共通がん医科歯科連携講習会を水戸市歯科医師会との共催で茨歯会館にて開催。がん

医療に携わる歯科医師の人材育成と全国のレベル統一を図るDVDによる講習会を行った。

 　受講者　38名 

１月２６日 　茨城県地域・職域連携推進協議会が県立健康プラザにて開催され、特定健康診査・特定保

健指導の取り組みほかについて協議を行った。 

 　出席者　森永会長 

１月２７日 　内外情勢調査会１月例会が水戸京成ホテルにて開催された。 

 　出席者　森永会長 

１月２７日 　県エイズ治療拠点病院等連絡会議が筑波大学附属病院にて開催され、今後の拠点病院等連

絡会議及び研修会の運営方針ほかについて協議を行った。 

 　出席者　菱沼理事 

１月２８日 　新規指定保険医療機関に対する個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。 

 　対象医療機関数　３ 

１月２８日 　県後期高齢者医療広域連合運営懇談会が水戸市内にて開催され、保険料軽減特例及び高齢

者の自己負担の見直しほかについて協議を行った。 

 　出席者　鈴木副会長 

１月２８日 　県医師会警察医部会法医学研修講演会が県医師会にて開催。獨協医科大学法医学講座助教 

黒須明先生が「死体検案現場での問題点」について講演された。 

 　出席者　森永会長ほか７名 

１月２８日 　県栄養士会の新春懇談会が水戸京成ホテルにて開催された。 

 　出席者　森永会長 

１月２９日 　県学校保健・学校安全研究大会が県民文化センターにて開催される。よい歯の学校などの

学校保健・学校安全関係表彰の後、実践発表、その後に「学校における子どもの心のケアの

考え方とその対応」と題して講演が行われた。なお、席上、東　昌明氏（古河市）ほか15名

が県学校保健会長表彰を受けられた。 

 　出席者　森永会長 

１月２９日 　日本歯科医師会会長予備選挙立候補者の所信演説会が日歯会館にて行われ、太田謙司氏、

高木幹正氏による立会演説が行われた。 

 　出席者　森永会長ほか１名 

茨歯会報16
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２月　１日 　特定健診・特定保健指導への歯科関連プログラム導入に向けた意見交換会が日歯会館にて

開催され、特定健診・特定保健指導に関する説明などの後、各グループより発表、質疑応答

などが行われた。 

 　出席者　渡辺常務 

２月　２日 　茨城県地方薬事審議会が市町村会館にて開催され、茨城県医薬分業対策協議会の薬事審議

会への統合について審議が行われた。 

 　出席者　森永会長 

２月　４日 　健康いばらき推進協議会が県立健康プラザにて開催され、第２次健康いばらき21プランの

進捗状況等について協議を行った。 

 　出席者　渡辺常務 

２月　４日 　茨城・県西歯科医師会との共催により全国共通がん医科歯科連携講習会を下妻市にて２日

間にわたり開催。がん医療に携わる歯科医師の人材育成を目的にDVDによる講習会を行っ

た。 

 　受講者　27名 

２月　５日 　第11回臨時理事会を開催し、県職員OB採用について協議した。

２月　６日 　四師会による在宅医療・介護推進ワーキンググループ会議を開催。各団体からの出席者が

集まり四師会共同開催講演会ほかについて協議を行った。 

 　出席者　仲田理事ほか１名 

２月１０日 　茨城政経懇話会２月例会が水戸京成ホテルにて開催された。 

 　出席者　森永会長 

２月１０日 　へき地医療支援計画策定会議が県立中央病院にて開催され、平成27年度茨城県へき地医療

支援計画ほかについて協議が行われた。 

 　出席者　征矢専務 

２月１２日 　保険医療機関に対する個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。 

 　対象医療機関数　６ 

２月１２日 　第２回講師会を開催。卒業判定について協議を行った。 

　 　出席者　小鹿校長ほか16名 

２月１２日 　第２回学校運営委員会を開催。平成27年度備品購入計画(案)、平成28年度入学生入試日程

（案）、オープンキャンパス，体験入学日程（案）について協議を行った。 

　 　出席者　小鹿校長ほか９名 

２月１２日 　　第２回センター運営委員会を開催。平成27年度事業計画（案）、平成27年度備品購入

計画（案）について協議を行った。 

　 　出席者　森永会長ほか11名 

２月１２日 　県障害者施策推進協議会が県庁舎にて開催され、「新いばらき障害者プラン」改訂版につ

いて協議を行った。 

 　出席者　村居常務 

２月１３日 　四師会事務長会議を開催し、四師会協働講演会について協議を行った。 
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 　出席者　鈴木事務局長 

２月１３日 　労働保険事務組合事務担当者会議がホテルレイクビュー水戸にて開催され、労働保険加入

促進業務ほかについて協議を行った。 

 　出席者　須能 

２月１３日 　県医療審議会、保健医療計画部会及び医療法人部会が県庁舎にて開催された。 

 　出席者　森永会長 

２月１４日 　都道府県医療管理担当理事連絡協議会が日歯会館にて開催され、未就業歯科衛生士の復職

支援ほかについて協議を行った。 

 　出席者　大字常務 

２月１４日 　歯科衛生士復職支援対策連絡協議会が日歯会館大会議室にて開催され、歯科衛生士の現状

ほかについて協議が行われた。 

 　出席者　大字常務 

２月１６日 　県民健康づくり表彰式が県庁舎９階講堂にて開催された。 

 　出席者　森永会長 

２月１６日 　学校保健推進協議会が県医師会にて開催され、各関係機関から提出された事項についての

協議、平成26年度学校保健関係事業の概要についての報告が行われた。 

 　出席者　森永会長ほか２名 

２月１7日 　新規指定保険医療機関に対する個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。 

 　対象医療機関数　３  

２月１7日 　内外情勢調査会２月例会が水戸京成ホテルにて開催された。 

 　出席者　森永会長 

２月１８日 　県国民健康保険審査会が県庁舎にて開催され、国民健康保険法による基準収入額適用申請

の却下処分に対する審査請求について審査を行った。 

 　出席者　森永会長 

２月１８日 　日学歯加盟団体長会が日歯会館にて開催され、平成27年度事業計画案の大綱ほかについて

協議を行った。 

　 　出席者　長谷部日学歯代表会員 

２月１８日 　県食育支援連絡会が県庁舎にて開催され、食育推進事業について協議が行われた。 

　 　出席者　藤田 
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　平成26年度　茨城県学校保健・学校安全研究大

会が平成27年１月29日（木）茨城県立県民文化セ

ンターにおいて開催されました。この大会は、茨

城県教育委員会・茨城県学校保健会・茨城県歯科

医師会の主催で毎年１月下旬に行われています。

　開会行事の後、平成26年度学校保健・学校安全

関係表彰が行われました。以下に表彰内容を記載

します。

※茨城県健康推進校

（１）最優秀校（２校）

 大子町立だいご小学校 鉾田市立大竹小学校

（２）優秀校（９校）

 ひたちなか市立磯崎小学校 那珂市立横堀小学校

 小美玉市立玉里小学校 高萩市立秋山小学校

 稲敷市立高田小学校 五霞町立五霞東小学校

 ひたちなか市立佐野中学校 日立市立滑川中学校

 坂東市立猿島中学校

※茨城県よい歯の学校

（１）茨城県教育委員会教育長賞

　　小学校（11校）

 水戸市立堀原小学校 小美玉市立羽鳥小学校

 城里町立常北小学校 鉾田市立上島東小学校

 つくば市立北条小学校 つくば市立小田小学校

 石岡市立石岡小学校 取手市立寺原小学校

 筑西市立関城西小学校 坂東市立七郷小学校

 桜川市立紫尾小学校

　　中学校（７校）

 笠間市立稲田中学校 城里町立常北中学校

 日立市立大久保中学校 北茨城市華川中学校

 行方市立玉造中学校 守谷市立愛宕中学校

 五霞町立五霞中学校

　　高等学校（２校）

 県立多賀高等学校 県立勝田工業高等学校

　　特別支援学校（１校）

 県立勝田特別支援学校

（２）茨城県歯科医師会長賞

　　小学校（５校）

 日立市立中小路小学校 土浦市立上大津西小学校

 笠間市立稲田小学校 高萩市立君田小学校

 石岡市立小桜小学校

　　中学校（２校）

 つくば市立大穂中学校

 県立日立第一高等学校付属中学校

　　高等学校（１校）

 県立下館第一高等学校

　　特別支援学校（１校）

 県立水戸聾学校

※茨城県学校保健会長ほう賞

学校医（16名）、学校歯科医（16名）、学校薬

剤師（４名）、学校長（10名）、教頭（１名）

保健主事（２名）、養護教諭（16名）、栄養教

諭・学校栄養職員（４名）

　団体（１校）：境町立長田小学校

　学校歯科医の場合は、おおむね55歳以上・学校

歯科医歴25年以上が表彰対象となりますが、こと

しは例年より多くの先生がその栄誉に浴されまし

た。おめでとうございます。

東　　昌明　　井上　　仁　　小野寺宣夫　　

学校歯科委員会　　長谷部　和子

平成26年度 茨城県学校保健・学校安全研究大会報告

学校 歯科
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齋藤祐一郎　　高野　雅行　　中村　洋子

湊　　隆夫　　宮本　嘉博　　阿部　信之

上野美奈子　　後藤　　勉　　志村　俊晴

綱川　健一　　船久保せいこ

宮作千恵子　　横須賀良次（敬称略）

　各学校の受賞は担当されております先生方のご

尽力の賜物であり、今後とも学校保健・学校安全

の推進にご協力をお願いいたします。

　表彰の後は、平成25・26年度　日学歯「生き

る力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」委

託校の鉾田市立大竹小学校の実践発表がありまし

た。

研究主題：「 より健康に生きるために、自ら気付

き、考え、行動できる児童の育成～

家庭や地域社会と連携した歯・口の

健康づくりの実践を通して～」

　内容については、26年度学校歯科保健研修会報

告（会報　９月号　P44）を参照ください。

　つづいて、保健体育課からの行政説明があり

ました。県内の児童生徒の交通事故状況が説明

され、小・中・高全体では前年度より事故発生件

数は減少しているようですが、中学校では自転車

乗用中の事故が増加しています。県としては、

（１）事故防止のための反射材の着用（２）頭部

保護による事故被害軽減のヘルメットの着用並び

に正しい自転車の乗り方の指導（スマホ禁、右側

通行禁等を含め）（３）シートベルト、チャイル

ドシートの着用の徹底　を推進していくとのこと

でした。また、通学路の安全対策については、学

校、道路管理者、警察と連携し、緊急合同点検を

実施し、対策必要箇所について順次対策を実施し

ているとのことです。また、今年度から小学校５

年生に対して「通学安全リーダーハンドブック」

を配布しました。交通事故や犯罪を未然に防止す

るために、子どもたちに交通安全や防犯に関する

知識や危険予測・回避能力を身に付けさせ、新年

度からの下級生への指導に役立てるものです。

27年度　文部科学省委託事業としては、（１）

地域との連携による学校の防災力強化推進事業　

（２）実践的防災教育総合支援事業　（３）通学

路安全推進事業　（４）がん教育総合支援事業を

行っていくそうです。また、各学校配備にされて

いるAEDの適切な管理を行っていただきたい旨が

説明されました。

　昼食をはさんで、13時から平成26年度 子供の心

のケア対策研修会ということで、

（１） 行政説明：「学校における子どもの心のケア 

―サインを見逃さないために―」

　　　 文部科学省スポーツ・青年局学校健康教育

課健康教育調査官　岩崎　信子先生

（２） 講演：「学校における子どもの心のケアの

考え方とその対策」

　　　京都大学大学院　教授　　十一　元三先生

（３）講義：「実践から学ぶ心のケア」

　　　 茨城大学大学院　准教授　（茨城県スクー

ルカウンセラー）　金丸　隆太　先生

がありました。

　折しも、この大会の２日ほどまえに名古屋大学

の女子大学生が「人を殺してみたいとずっと思っ

ていた」という殺害動機の殺人事件が発生、数日

前には長崎で起きた高校生の同級生殺害事件の判

決が出たという事もあり、参加者は、熱心に傾聴

しておりました。

　日常の健康観察が重要で、健康観察は朝や帰り

の会だけではなく、登下校や授業中、休み時間、

学校行事、部活動などあらゆる場面で観察するこ

とが大切で、保護者との連携も行われなければな

らない。災害や事件・事故の発生における子ども

のストレス症状の特徴を踏まえて健康観察をおこ

なうことが大切である。心の症状のみならず、腹

痛や頭痛、眠れない、食欲不振などの身体症状に

も注目する必要がある。
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　代表的な精神症状として、

① 「意識障害」～精神活動の基盤に異変：意識の

消失、錯乱・朦朧、ぼんやり

② 「精神病症状」～現実を正常に認識できない、

活力の異常

　　： 幻覚・妄想・気分の波（躁・うつ、知／情

／意の亢進・低下）

③ 「パーソナリティ障害」～社会生活に必要とな

るパーソナリティの安定を欠く

　　： 極度の対人的過敏・不安定、情熱と落ち込み

④ 「強迫・摂食障害・依存症」～習慣的行為を適

度な範囲で調節できなくなる

　　：こだわり・とらわれ・のめり込み

⑤ 「不安・恐怖症状」～生活場面に潜む不安・恐

怖の対象やその引き金

　　：パニック発作、対人恐怖、フラッシュバック

⑥ 「解離症状」～自我が心身を支配できなくなる

　　： 白昼夢、心因性の健忘・運動/感覚障害、多

重人格

　自然が持つリスク（地震・火山・河川）、児童

が持つリスク（いじめによる傷害、窃盗、殺人、

対教師暴力、自殺、転落事故）、大人が持つリス

ク（虐待、わいせつ、熱中症、自動車事故、不審

者侵入）等による心のケアを要する事態が起こる

リスクが無い学校はただの１校も無い。すでに心

のケアを必要としている児童生徒はいるかもしれ

ない。学校における心のケアは教職員の仕事であ

る。心のキュアは医療機関の仕事である。学校保

健安全法によって、学校は児童生徒の安全を確保

し、そのために関係機関と連携することが定めら

れている。と講義されました。

　最後に県教育委員会から、県の事業として全中

学校にスクールカウンセラーの配置、緊急スクー

ルカウンセラー等の派遣事業（災害発生時）、生

徒指導総合支援事業によるカウンセリングアドバ

イザーの派遣を行っていることが報告されまし

た。また、「茨城県いじめ防止基本方針」が教育

委員会HPより、「関係機関のためのマニュアル　

虐待から子どもを守ろう」が県保健福祉部こども

家庭課のHPよりダウンロードできるとのことで

す。

　子どもを取り巻く社会環境の変化に伴い、学校

では様々な課題が山積し対応に追われる教職員の

方々のご苦労は大変のものがあると痛感した大会

並びに研修会でした。

参考文献

　文部科学省： 「教職員のための子どもの健康観

察の方法と問題への対応」

　　　　　　　 「教職員のための子どもの健康相

談及び保健指導の手引」

　　　　　　　学校における子供の心のケア

　　　　　　　　― サインを見逃さないために ―

　　　　　　　　　　　平成26年３月

　日本学校保健会： 子供たちを児童虐待から守る

ために

　　　　　　　　　 ― 養護教諭のための児童虐待

対応マニュアル ―

　　　　　　　　　　　平成26年出版
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※このデータは、日学歯ホームページ　歯・口の資料室よりダウンロードできます。
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　昨年、11月に仙台国際センターで行われた日本

障害者歯科学会に参加し、そこで行われた障害者

歯科認定歯科衛生士研修会「集まれ！歯科衛生士 

－こんな症例にどう対応する！？」に参加してきま

した。

　テーマが２つあり、テーマ１が「自閉症児に対

する口腔衛生指導」、テーマ２が「ダウン症児に

対する摂食機能療法」についてでした。私は、

「ダウン症児に対する摂食機能療法」について１

グループ10人のグループワークに参加してきまし

た。

　症例の内容は、「年齢５歳児ダウン症候群」、

薬を服用しており主訴は、粒が混じると食べる事

を拒否してしまい、固形食の形態が上がらず今度

小学校に入学するため食べる事が遅れている事が

不安との事で来院した患者さんについてです。口

腔内状態は、上下乳歯が生えそろっており、普段

から口唇がめくれて、舌も出ています。言葉の理

解はでき、簡単な動作の模倣もできます。兄弟は

６ヶ月の弟がいます。現在食べているものは初期

食で１日1300カロリー摂取しており、おやつに赤

ちゃんせんべいを食べています。水分はコップか

ら啜っており１日１リットルは摂っています。と

いう内容が詳しく書いてある症例の文章が配られ

グループワークが開始されました。

　今回グループワークをするにあたり歯科衛生プ

ロセス（歯科衛生過程）の方式に従い行いまし

た。症例に対しアセスメントから始まり歯科衛生

診断、計画立案、実施、評価を繰り返し行ってい

く方法です。今回は、アセスメントをし、患者

さんの情報についてS情報（患者さんから訴えが

あった主観的情報）、O情報（医療者側からみた

客観的情報）を主訴・全身状態・口腔状態・外部

観察・栄養・口腔清掃の項目別にわけ、そこから

得られた情報について分析した事をまとめ歯科衛

生診断をし、問題の改善程度を決めて、問題を解

決する為の歯科衛生介入をどうしていくかを決め

る所まで行いました。まず、アセスメントです

が、多くの情報を１つ１つＳ情報Ｏ情報に分けて

いくのですが状況によっては、紹介状をいただい

た場合は、Ｓ情報にもなる事もＯ情報に入る事も

あるなど、分けていくうちにだんだん考えをまと

めるのが難しくなってきました。しかし、アセス

メントの時点でしっかりまとめる事が重要になっ

てくる事を学びました。次の歯科衛生診断や改善

程度、歯科衛生士介入を考えていくためのすべて

の情報となるからです。確かに行ってみるとアセ

スメントの時点ではなかなか考えがまとまらず戸

惑いましたが、次の改善程度や歯科衛生介入では

衛生士さん方が次々と意見を出しスムーズに進め

ていく事ができました。

　しかし、この過程を進めるにあたり実際は自分

で情報を収集してから開始する事であるため、今

回は患者さんの情報を文章でいただき、情報をわ

けることができましたが、一番歯科衛生士さん方

が苦戦していることが、情報収集の少ない事だそ

障害者歯科認定歯科衛生士研修会に参加して

鈴木　哉絵、関口　浩、村居　幸夫 
征矢　亘、鈴木　和男　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県身体障害者小児歯科治療センター
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うです。臨床の場では、時間に限りがあることが

現状であるとみなさんお話していました。そこで

工夫をし、患者さんからの情報をどれだけ得られ

るかも、歯科衛生士として大切なことだなと実感

しました。

　同じ障害の症例でも、その対応は歯科衛生士１

人１人違い、さまざまな対応法や考え方について

聞く事ができました。そのことを私も患者さんの

対応へつなげられることもありました。今回、障

害者歯科認定歯科衛生士を取得して初めての参加

だったため、認定を取得した衛生士さんの普段の

活躍や私も診療の中でどう活用していけばよいの

かを考えることができました。歯科衛生ケアプロ

セスの考えについて、今後患者さんを支援してい

く歯科衛生士としてとても魅力を感じたため、も

う少し勉強をしつつ診療の中で取り組んでいきた

いと思います。
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独立行政法人福祉医療機構貸付利率より医療貸付事業の貸付利率の改定について、次のとおり通知があり

ましたので、お知らせいたします。

※詳細につきましては、独立行政法人福祉医療機構ホームページ・金利情報ページ

（http://hp.wam.go.jp/kinri/tabid/67/Default.aspx）に掲載されておりますので、併せてご利用願い

ます。

福祉医療機構（医療貸付）貸付利率表
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茨城新聞２月18日（水）掲載

D e n t a l  c o l u m n
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地区歯科医師会会報が無事校了した。年１回毎

年この時期に発行するようになった20ページ余り

の小冊子。毎月発行の茨歯会報とは比べるべくも

ないが、一つの区切りとしてほっとする。本来な

ら４月まで広報誌業務から逃れる充電期間が欲し

いのだが、現実は逆で、来年度の編集に向けての

作業が始まっている。すでに地区新年会の原稿は

完成して出版社に送信済み。今は今月、来月に予

定される講習会の原稿依頼を行う時期となった。

しかし、以前のような紙媒体ではなく、現在では

電子媒体利用の為、非常に会務が楽である。また、

１年前より使用し始めたドロップボックス（ファ

イル共有ソフト）が非常に便利。原稿、写真を始

めとするデータを委員会全員で共有できる。ＰＣ

でもスマートフォンでも場所を問わずアクセスで

き、使い方も簡単である。個人で使用している先

生方も多いのではあるまいか。

３か月に１度は回ってくるこの赤えんぴつ。何

を書いても良いと言われながらも毎回テーマに悩

む。悩んでいるところに飛び込んできた記事が、

歯科医師連盟の石井議員に対する５千万円迂回寄

付。現在、イスラム国の暴挙に注目が集まってい

るせいで追随記事は少なかったが、数日後西村議

員に対しても同様な迂回寄付記事が発表された。

日歯会長予備選挙の真っただ中、一般会員の枠の

外でえも言われぬ水面下の戦いが繰り広げられて

いるのだろうか。

（hiro）

先日、職場旅行で浅草、スカイツリーに行って

きました。バス一台貸し切り、ガイドさん付きで

昔の遠足気分でした。

朝で高速も空いていたせいか、浅草に予定時間

より早く着き、浅草寺を散策しました。浅草寺は

外国の方々も多く、特に中国の方が多かったです。

浅草寺でお参りをし、おみやげ屋さんも外国の方

向けが多く、見ているだけで楽しかったです。

また焼き立ての人形焼や手焼き煎餅、おだんご、

おいしかったです。

浅草寺の後、スカイツリーに行きました。スカ

イツリーからの眺めは、やはり高いだけにすごか

ったです。お天気がよければ富士山も見えたりす

るみたいですが、あいにくお天気が悪く遠くは見

えませんでした。

ただ周囲の東京ドーム、アサヒビールのオブジ

ェ、東京タワーはよく見えました。景色を堪能し

た後はソラマチで限定お菓子をお買い物しました。

いろいろ観光した後、ご飯の時間になり浅草ビ

ューホテルにてランチビュッフェでした。１時間

半みっちり頂き、お腹がかなりいっぱいになりま

した。

昼食後、浅草からお台場まで海上クルーズをし

ました。カメムシみたいな船でしたが、本当の名

前はヒミコと言う未来型みたいな船でした。

船は快適で揺れもなく、あっという間の40分ク

ルーズでした。

クルーズ後、またバスで帰ってきました。最初

はおのぼりさんみたいで恥ずかしいと思いました

が、たまにはバスでガイドさんにいろいろ説明し

てもらうのもいいかなと思いましたし、また職場

の方達ともに違う一面を見られて、更に親睦を深
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められました。

いろいろ充実した時間を過ごせたお休みでした。

（maru）

１月号に引き続き登場となってしまいました。

前回お伝えできなかった「ゴジラ展」について無

理やり報告します。チケットを買って入場したと

ころに、いきなり尻尾です。

大きくてインパクトありま

した。順路に従い進んでい

きます。写真撮影可のブー

スと不可のブースがありま

した。ミニチュアと人形達

で様々な名場面が形作られ

ています。気がつけば、写

真撮りまくっていました。

展示場を抜けると、大きなホールにパイプ椅子

が並んでいます。壁には多くの映像が映し出され

ていました。白黒からカラーまで、そうです簡単

な映画上映会になっているんです。椅子を移動す

ると好きなゴジラ映画が見られるという、一日中

居座っていられる豪華な？特典です。しかし限ら

れた時間でいろいろ回らないといけない強行軍と

しては、いつまでも見てはいられず、後ろ髪をひ

かれる思いでホールを後にします。

次のホールはというと、そうです、お約束の最

後の関所であるグッズコーナーです。限定品が目

白押しです。まだまだ先は長いので、余力を残し

ておかないと厳しいところです。リアル造形もの

とかわいい造形もの、ＤＶＤにブルーレイ、キャ

ップ・タオル・シャツ等の衣料品関係、さすがに

着ぐるみは売っていませんでしたが。しめてどの

くらい買ったかはご想像にお任せします。お父さ

んは、両手にたくさんの荷物を抱えて会場を後に

しましたとさ。めでたしめでたし。

ハリウッド版GODZILLAが２月に入ってレンタ

ル開始になった。渡辺謙が出演しているアレであ

る。2014年映画公開時は大ヒットを記録したとの

ことで、続編もありそうな感じである。メカゴジ

ラ（三式機龍）や合体モゲラ、轟天号等のメカニ

ックがどうなって使われるのか、モスラやキング

ギドラがどうアレンジされるのか、興味は尽きな

いところである。願わくば、変な怪獣・変なメ

カ・変なアレンジを付け足して、困ったことにな

らないことを祈ろう。

（くすくすくす）

キングギドラとバラゴン

ゴジラの尻尾

ゴジラ対モスラ



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載でき

ます。表紙写真に関連した写真、御自宅の古い

アルバムに埋もれた写真などを御送り下さい。

（社）茨城県南歯科医師会　　冨田 浩之

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）支　　部

会 員 数

1種会員

2種会員

終身会員

準 会 員

合 　 計

121
139
160
74
103
172
119
180
157
106
1

1,332

－1

＋1

－1

＋1

±0

1,146名

50名

135名

1名

1,332名

平成27年1月31日現在

神戸に向かう途中、機内にて撮影した富士山 風見鶏の館（神戸異人館街）

北野天満神社（神戸異人館街） 宝塚大劇場

帰りは大阪国際空港（伊丹空港）から
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